
30

青森県立柏木農業高等学校

校舎　・　分校

令和７年１２月２３ 日（火）

令和８年２月６日（金）

1

2

3

番号 （6）具体的方策 （7）具体的方策による目標の達成状況
（8）目標
の達成度

1

（１）ＩＣＴ教育を充実させ、 基礎的・
基本的な学習内容の重視と自己教育力の育
成を図る。

（２） 計画に沿った授業を展開するとと
もに、個に応じた指導と評価の研究を行
う。

（３） 本校入学志願者数の増加に向けた
取り組みを行う。

（４） 全学年が３学科となる次年度に向
け、教育課程及びグランドデザインを再編
成する。

・各教室にあるプロジェクターや一人一台
端末を授業等で利用しつつ、個々の生徒の
学びにつなげた。

・６月に実施した各学年の情報交換会で生
徒の情報を共有し授業改善につなげた。

・高校体験入学の実施日を他校と重複しな
いように調整し、昨年度よりも参加者を増
やすことができた。

・教育課程の見直しを早期に着手すること
ができた。

Ｂ

・学科や教科を越えて共通する学習内容
について、効果的に指導できるよう検討
したい。

・特別な配慮を要する生徒への課題の提
供方法や評価について工夫し、学校全体
で共有したい。

・３学科となるに伴い、生徒数及び教員
数の減少が予想され、行事を含めた教育
活動全体を見直す必要もある。

2

（１） 基本的生活習慣の確立、法令・校
則の遵守、安全に関する指導の徹底を図
る。

（２） 教師と生徒と良好な人間関係の構
築を図り、生徒の悩みや問題行動を発見で
きるように努める。

（３） 生徒理解を深め、生徒一人一人の
特徴に応じた指導の充実を図る。

・日常的に生徒を観察することでそれぞれ
の特性を理解し、生徒一人ひとりに合わせ
た指導に努めた。

・ＳＣ、ＳＳＷとも連携し、情報を共有す
ることで生徒の悩みや問題行動に早期に対
応することができた。

Ｂ

・基本的生活習慣及び規範意識の低い生
徒に対する対応については、生徒に応じ
たきめ細やかな指導を進めていきたい。

・防災や交通安全に関しては、防災訓
練、交通安全教室、ＨＲ活動、全校集会
等を使用しながら、今後も指導を進めて
いきたい。

・特別な支援が必要な生徒への指導にお
いては、外部の力を借りることはもちろ
ん、教員がより深い知識と実践的な指導
方法等を習得できるように、外部研修の
機会を増やし、また校内研修の充実にも
取り組んでいきたい。

全日制の課程

（9）-ア　学校関係者からの意見・
要望・評価等

自　　　己　　　評　　　価 学校関係者評価

（10）次年度への課題と改善策

・学校評価（生徒・保護者）の評価が
概ね高評価であり、評価的には満足で
きるのではないか。

学習指導の充実

学校評議員５名
（地域産業界（２）、農林行政（１）、安全教育関係
（１）、保護者代表（ＰＴＡ会長１））

（5）評価項目

生徒指導の充実

・時と場面に応じた生活態度ができる
ように指導をお願いしたい。

・学校評価における生徒の充実度にお
いて、１年生が低いことについては、
学年の早いうちから様々なことに挑戦
させ、経験させれはどうか。

（様式１）

学 校 名

自己評価実施日

学校関係者評価実施日

令和７年度　学校評価結果報告書（高等学校用）

基礎・基本の習得と定着を図り、実社会で必要となる主体的に学習に取り組む態度や思考力、判断力、表現力などの能力を育成する。

（2）現状と課題

（1）学校教育目標

学校整理番号

   「誠実」「勤勉」「公正」の校訓の精神のもと、あらゆる教育活動をとおして、よりよく問題を解決する力や豊かな人間
性、健やかな体などの生きる力を育むとともに、産業の担い手としての資質・能力を身に付けさせ、社会の発展に貢献でき
る人材を育成する。

（9）-イ　学校関係者評価委員会の構成

　今日の地域状況をふまえ、意欲ある生徒を確保し、次代を担う職業人を育成することが本校の役割と考える。そのため、
特色ある取り組みや進路状況等を確実にアピールしていくこと、基本的生活習慣の確立と基礎学力の定着に継続して取り組
むこと、キャリア教育を更に充実することが必要である。その上で、各学科の教育内容をいかしながら、新しい理論や技術
等を導入したプロジェクト学習等を積極的に推進していかなければならない。

農業や環境、地域社会に関する学習を深め、生命や自然、郷土を大切にする心や他を思いやる心などの豊かな人間性を育成する。（3）重点目標

食育や健康・安全教育への取り組みを推進し、たくましく生きるための健康や体力、安全で快適な生活を送ろうとする態度を育成する。

（4）結果の公表 本校ホームページに掲載する。



3

（１） 生徒が主体的に進路選択できるよ
うに、計画的、組織的、継続的な指導に努
める。

（２） 望ましい職業観・勤労観の育成に
努める。

（３） 進学・就職情報の適切な収集・整
備・提供に努める。

・日頃の授業や課題研究と通して、早期に
進路決定できるように指導した。

・応募前職場見学やインターンシップへの
参加、進路講話で働くことの意義を伝え
た。

・これまでの本校、採用実績をもとに求人
情報を提供できた。

Ａ

・各企業や上級学校と情報交換を密にし生
徒や保護者の希望がミスマッチングしないよ
うに努めたい。

・進路について、情報提供や動機付けを促
し、小論文・面接指導に早期に着手し、さら
なる指導体制の充実を図っていく。

・２学年から２学期中に本年度の求人票を
みることができるよう継続する。

4

（１） 実験・実習指導の充実と実習環境
の整備に努める。

（２） 課題研究の充実や新技術開発につ
いての研究を推進し、情報発信する。

（３） 生涯学習センターとしての整備環
境と学校開放に努める。

（４） 「りんご栽培に関する教育」の推
進に努める。

・年間計画に基づいて実験実習を行うこと
ができた。

・平川市との植栽活動やカボチャの産地化
計画、米粉専用米をもとに米粉麺を開発、
１００周年祝菓の製造など、地域食文化の
創造や企業、公共団体と協働し、研究に取
り組むことができた。

・年間を通じて地域の保育園や教育機関な
ど、ヒューマンサービスに関する授業や行
事を中心に実施することができた。

・昨年度に引き続き、リンゴ・コメでの
GLOBALG.A.Pの取り組みや、リンゴ剪定枝
を活用した燻製チップ、簡易燻製機とのコ
ラボ商品の開発など、リンゴに特化した教
育を展開できた。

Ａ

・地元の農家での作業体験（起農塾）を
更に充実させ、１年生から農業への興
味・関心の意識付けをおこなう。

・地元農家や企業等と連携して各学科の
特色を生かした研究活動や地域支援活動
等を行ったり、海外研修を実施するな
ど、キャリア教育やグローバル教育の推
進につなげたい。

・販売実習における接客の経験はキャリ
ア教育の観点からも意義があるため、さ
まざまな場所で販売実習を計画し、より
多くの地域の方に販売実習を周知する方
策として広報活動を強化したい。

（11）総括

　本校の抱える学校課題を一つずつ解決していきながら、特色ある教育活動内容を常に検証していく。また、これまで地域に信頼されてきた本校のさらなる発展
となるよう進めていく。進学及び就職のそれぞれを希望する生徒の進路志望達成のみならず、一人ひとりの生徒が社会人として生きていけるための支援を積極的
に行っていく。

・家や普通学校では、できない実習・
体験ができることが農業高校のいいと
ころである。

・他校では、できない体験をし、先生
方も熱意をもって活動している。わく
わく感が子どもたちにも伝わっている
のではないか。

・農業実習の様子など、楽しそうなと
ころをホームページでの紹介がよい。

農業・環境教育の充実

進路指導の充実

・進路状況等が確認できた。生徒それ
ぞれに応じた進路状況であったし、
様々な進学先・就職先があり、これら
も生徒個々にあった進路指導をお願い
したい。

・進路関係において、ぜひ青森県職員
へ挑戦し、合格者を出してほしい。


